	
Salve Regina 　（グレゴリオ聖歌）
Salve Regina,
Mater misericordiae:
Vita, dulcedo
et spes nostra, salve.

Ad te clamamus 
exsules filii Hevae.
Ad te suspiramus, gementes
et flentes in hac lacrimarum valle.
Eia ergo, advocata nostra, 
illos tuos misericordes oculos ad nos converte.
Et Jesum,
benedictum fructum ventris tui, nobis,
post hoc exsilium ostende.

O clemens: 
O pia:
O dulcis Virgo Maria.

Lamentations of Jeremiah　（タリス）
Incipit Lamentatio Jeremiae Prophetae

Aleph
Quomodo sedst sola
Civitas plena populo.
Facta est quasi vidua
Domina gentium:
Princeps provinciarum
Facta est sub tributo.

Beth
Plorans ploravit in nocte,
Et lacrimae ejus in maxillis ejus:
Non est qui consoletur eam,
ex omnibus caris eius.
omnes amici eius spreverunt eam
Et facti sunt ei inimici.

Jerusalem,Jerusalem, 
convertere ad Domunum Deum tuum.

En etsi valtaa, loistoa,　（シベリウス）
En etsi valtaa, loistoa,
en kaipaa kultaakaan,
mä pyydän taivaan valoa
ja rauhaa päälle maan.
Se joulu suo, mi onnen tuo
ja mielet nostaa Luojan luo.
Ei valtaa eikä kultaakaan,
vaan rauhaa päälle maan.

Suo mulla maja rauhaisa
ja lasten joulupuu,
Jumalan sanan valoa,
joss´ sieluin kirkastuu.
Tuo kotihin, nyt pieneenkin,
nyt joulujuhla suloisin,
Jumalan sanan valoa
ja mieltä jaloa. 

Luo köyhän niinkuin rikkahan
saa, joulu ihana！
Pimeytehen mailman
tuo taivaan valoa！
Sua halajan, sua odotan,
sä Herra maan ja taivahan.
Nyt köyhän niinkuin rikkaan luo
suloinen joulus tuo！

Jõulud tulevasd　（トルミス）
Jõnkadi, Jõnkadi, Jõulud tulevasd！
Nigadi, nägadi, näärid tulevad！
Jõnkadi, Jõnkadi, Jõulud tulevasd！
Nigadi, nägadi, näärid tulevad！
Jõnkadi, Jõnkadi, Jõnkadi, Jõnkadi, 
Oｏt sin pühi tulevad pühi
Jõuluaega ｊõudevada pühi
et saaks lapsed saia süüa pühi
oma käega ossi võtta pühi
Oｏｔsin pühi tulevada pühi
nääriaega  näitavada  pühi 
siis mul tuuaks  õlletoopi pühi
kannetakse kaljakannu！ pühi
Oｏｔ sin pühi tulevada
Jõuluaega ｊõudevada　
Kallist aega kalduvada

Jõuluõhtul　（エステル・マキ）
Vaikne öö, jõuluöö.
Nii ema iial ei laulnud,
kui laulis ta jõuluööl.
Nii säramas enne ei näinud ta silmi
ja põski me veel.
Nii õrnalt ja südamest kostis laul
Jeesusest jõuluööl.
Me hinge see taevasse tõstis
kui ingli tiibade jõul.

Nii pehmelt ei kunagi köitnud meid
üksteise laul ja jutt.
Me südameid surmani võitnud
laul Jeesusest, jõulujutt.

Vaikne öö, jõuluöö.
Nüüd ema enam ei laula,
kuid südames heliseb veel
meil siiski nii kaua, kaua,
laul Jeesusest jõuluööl,

vaiksel ööl, jõuluööl. 

クリスマスジョイントコンサート合同曲
Ave Maria　（アルカデルト）
Ave Maria, gratia plena;
Dominus tecum;
benedicta tu in mulieribus,
et benedictus fructus ventris tui, Jesus.
Sancta Maria, Mater Dei,
ora pro nobis peccatribus,
nunc, et in hora mortis nostrae. Amen.

Ave Maria（Angelus Domini）　（ビーブル）
Angelus Domini nuntiavit Mariae, et concepit de Spriritu Sancto. 
Ave Maria, gratia plena, Dominus tecum,
benedicta tu in mulieribus, et benedictus fructus ventris tui Jesus


Maria dixit; Ecce Ancila Domini, fiat mihi secundum verbum tuum. 


Et Verbum caro factum est, et habitavit in nobis 

Sancta Maria Mater Dei, ora pro nobis peccatribus, nunc et in hora mortis nostrae, Amen.



	
	
天の元后よ
天の元后よ、
あわれみ深い母よ。
あなたはわれらの命、喜び、
希望です。耳を傾けてください。

楽園から追放されたエヴァの子であるわれらは
あなたに叫びをあげます。
この涙の谷で嘆き泣く
われらはあなたにすがります。
それゆえあなたはわれらの神へのとりつぎです。
あなたの憐れみ深い目をわれらに向けてください。
そしてあなたの祝福された
胎内のみ子イエスをわれらに
お示し下さい、この追放が終わった後に。

おお、あなたは慈悲深い方。
おお、あなたは敬けんな方。
おお、甘美なおとめマリアよ。

エレミアの哀歌
預言者エレミアの哀歌ここに始まる。
アレフ（※ヘブライ文字の記数法で1）
なにゆえ、独りで座っているのか
人に溢れていたこの都が。
やもめとなってしまったのか
多くの民の女王であったこの都が。
奴隷となってしまったのか
国々の姫君であったこの都が。
ベトゥ（※ヘブライ文字の記数法で2）
夜もすがら泣き、頬に涙が流れる。
彼女を愛した人のだれも、
今は慰めを与えない。
友は皆、彼女を欺き、ことごとく敵となった。

エルサレムよ、エルサレムよ、
立ち返れ、あなたの神、主のもとへ。

私は力も名誉も求めない
私は力も名誉も求めない
真珠も輝く黄金も必要ない
私はただ、あなたに向けて祈ります
地球上の人々が平和でありますように
おお、天上の神よ、私の心はあなたのものです
私の想いをあなたに向けさせてください
私は力も黄金も求めない
ただ、 地球上の人々が平和でありますように
私たちの家の中の
子供たちに平和を（与えてください）
神の輝く言葉で
私たちの心を照らしてください
私たちの本当に小さな家を、
12月のお祝いを心地良いものにしてください。
神の輝く言葉で
その高貴な心で
金持ちと同じように貧しい人にも
素晴らしいｸﾘｽﾏｽがありますように！
この暗い世界の
空が輝きますように！
私はあなたを切に願い、待ち望んでいます
地上と天上の神よ
今ここに、金持ちと同じように貧しい人にも
あの愛らしいｸﾘｽﾏｽを与えたまえ！

クリスマスがやって来る！
やって来る、やって来る、クリスマスがやって来る！
にぎやかに、確実に、新しい年がやって来る！
やって来る、やって来る、クリスマスがやって来る！
にぎやかに、確実に、新しい年がやって来る！
やって来る、やって来る、来る、来る。
私はこの祝日がくるのが待ち遠しい。
降誕節が始まるのが。
子供は白いパンを食べることが出来る、
テーブルからソーセージも取り放題だ。 
私はこの祝日がくるのが待ち遠しい。
降誕節が姿を見せるのが。
僕が大人たちにビールを注ぐと
みんな僕のカップに甘いハチミツ酒を入れてくれるんだ。
私はこの祝日がくるのが待ち遠しい。
降誕節が始まるのが。
とうとうクリスマスが始まるのだ。

クリスマスの夜
静かな夜、クリスマスの夜。
クリスマスの夜に、私のお母さんは
それまで歌ったことの無い様な曲を歌ってくれた。
彼女の瞳と頬はそれまでに見たことの無い様な
輝きだった。
その優しい歌は彼女の心にあるクリスマスの夜の
キリストについての歌だった。 

天使の羽根に乗った歌は、私の心を
天に連れて行ってくれた。
他の誰の歌もこのキリストを歌った
静かな歌の様な魅力は無かった。
私の心を感動させてくれたこの歌、
このクリスマスの話、キリストについての歌 

静かな夜、クリスマスの夜。
今は私のお母さんはもう歌わない、
けれどそのクリスマスの夜のキリストについて
歌った曲は今も私の心で鳴っている。
静かな夜、クリスマスの夜。
クリスマスジョイントコンサート合同曲
おめでとう、マリア
おめでとう、マリア、恩寵に満ちた方、
主はあなたとともにおられる。
女性のうちで祝福された方、
そしてあなたのお腹の子、イエスも祝福されている。
聖なるマリア、神の御母、
罪人なる我らのために祈りたまえ、
今も、我らの死の時も。アーメン

主のお告げの祈り
天使のみ告げ　ありければ、マリアは聖霊によりて懐胎したまえり
めでたし 聖寵 満ちみてるマリア、主、おん身と共にまします。
おん身は女のうちにて祝せられ、ご胎内のおん子イエズスも祝せられたもう

マリア曰く； 我は 主の 使いい女（め）なり、仰せのごとく 我に 
なれかし（=何もかも神様の言うとおりに、この身に起きますように）

しかして「みことば」は人となりまたい、我らのうちに住みたまえり

天主の御母 聖マリア、罪人なる我らのために、
今も、臨終の時も祈りたまえ、アーメン



